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第10章 認証基盤事業

10.1 構成員データ管理、アカウント管理
(1)教員・職員アカウントの管理および全学共通 ID(SSO-KID)の発行【参考資料１】

職員へ全学共通 ID（SSO-KID）の発行を行いました。

(2)職員でない大学活動従事者への SSO-KID発行【参考資料１】

職員でない大学活動従事者へ、申請に応じて全学共通 IDを発行しました。

(3)窓口業務【参考資料２】

相談窓口にて、利用者からの質問や相談を受付けました。

10.2 学内情報サービスへの認証機能提供
(1)利用者認証機能の提供【参考資料３】

全学共通 IDによる認証機能を学内の情報サービスへ提供しました。

(2) Shibbolethシングルサインオン【参考資料４】

Shibboleth認証サーバを運用し、シングルサインオン環境を学内の情報サービスへ提供しました。

(3)マトリックスパスワード認証サービス【参考資料５】

重要情報サービスのためにマトリックスパスワード認証機能を提供しました。（マトリックスパス
ワードは IC職員証に印刷）。

(4)全学共通 ID管理システムの構築【参考資料６】

平成 26年 3月導入の九州大学全学共通 ID管理システムでは、職員用と学生用の２つの ID管理シ
ステムを一つに統合し、主に以下の改善、機能向上を行いました。

• 連携に伴うデータ不整合の解消

• 適正な IDライフサイクルの管理（不正利用の防止（退学（退職）者など）

• 運用効率化、維持経費の削減

）
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学生用 SSO-KIDを導入し，段階的に認証 IDを学年進行で変更する。

目的

– 進学などで学生 IDが変わることの構造的な問題を解決する。

– IC学生証（学部入学予定者）を受け取る前に履修登録可能にする。

– 入学時の健康診断や PC必携化講習会を円滑に行えるようにする（バーコード等の利用）。

– Web学習システムを利用して，学部入学予定者の入学前学習を可能とする（情報リテラシ）。

10.3 サーバ証明書配布
(1)サーバ証明書の申請受付と，申請者およびサーバの実在性確認【参考資料７】

国立情報学研究所のサーバ証明書配付プロジェクトに協力し、学内サーバに係るサーバ証明書申
請の受付けを行いました。

10.4 その他
(1)学術認証フェデレーションへの参加

NIIが主催する「学術認証フェデレーション（GakuNin）」に 2010年度末に参加しました。GakuNin

へ参加したことにより、2011年度から、電子ジャーナルなどの外部サービスが九州大学の全学共通
ID・パスワードで利用可能です。
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